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キ.地域住民への普及啓発

◆地域住民を対象にしたシンポジウム等の開催
◆パンフレット、チラシ、区報、HP等を活用した、在宅医療・
介護サービスに関する普及啓発
◆在宅での看取りについての講演会の開催等

　
〇高梁市医療・介護市民公開講座の開催
○高梁市ホームページへ掲載
・在宅医療・介護連携推進事業についての情報掲載
○出前講座の開催
・地域住民を対象に在宅医療、介護・予防を伝えるための講座を開催
○普及啓発用DVD作成
・在宅医療とACP
○ケーブルテレビの活用
○地域住民向けのパンフレットの活用等
○広報たかはしへの情報掲載
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ク.在宅医療・介護連携に関する関係市区町村の連携

◆同一の二次医療圏内にある市区町村や隣接する市区町村等が連
携して、広域連携が必要な事項について検討

　
○広域的な自治体間の連携、医療機関、介護事業者との良好な関係の構築により、
サービスの向上を図る
・医療介護広域連携（高梁川流域自治体、医療機関、介護事業者等）講演会、
研修会への参加
〇「晴れやかネット」拡張機能ケアキャビネットの活用
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オ.在宅医療・介護連携に関する相談支援

◆医療・介護関係者の連携を支援するコーディネーターの配置等
による、在宅医療・介護連携に関する相談窓口の設置・運営によ
り、連携の取組みを支援

○地域ケア個別会議、多職種連携会議
・医療関係者、介護関係者、行政関係者が在宅療養者について会議を
開催し、支援内容の確認と課題について協議
○医療と介護の連携を支援する窓口相談
・地域包括支援センターとの連携協力により相談窓口を設置し、対応
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カ.医療・介護関係者の研修

◆地域の医療・介護関係者がグループワーク等を通じ、多職種連
携の実際を習得
◆介護職を対象とした医療関連の研修会を開催　等

○医療、介護、福祉従事者を対象に研修会・学習会の開催
・スキルアップ研修会の開催
　看護師、介護支援専門員、訪問介護員を対象
○連携を実現するため、多職種でのグループワーク等の研修
・多職種連携研修会の開催
○医療介護広域連携（高梁川流域自治体）講演会、研修会への参加
・医療関係者、介護保険事業関係者等

ウ.切れ目のない在宅医療と介護の提供体制の構築

◆地域の医療・介護関係者の協力を得て、在宅医療・介護サービ
スの提供体制の構築を推進

○情報共有ツール（「晴れやかネット」拡張機能ケアキャビネット）運用
・やまぼうし（ケアキャビネット）の研究検討、改善普及を図る
○地域住民及び各種団体組織による見守り体制の充実
・地域包括支援センターとの連携により、地域包括ケア体制の充実を図る
○高梁版入退院支援ルールの活用
・ルール運営状況の把握と改善
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エ.医療・介護関係者の情報共有の支援

◆情報共有シート、地域連携パス等の活用により、医療・介護関
係者の情報共有を支援
◆在宅での看取り、急変時の情報共有にも活用

○情報共有書（高梁版連携パス）の活用
○情報共有ツール（「晴れやかネット」拡張機能ケアキャビネット）の運用
・「やまぼうし」の活用状況とその効果の把握、改善と普及

在宅医療・介護連携推進事業の具体的取組（厚労省） 高梁市の在宅医療・介護連携推進事業の内容
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ア.地域の医療・介護の資源の把握

◆地域の医療機関、介護事業所の機能等を情報収集
◆情報を整理しリストやマップ等必要な媒体を選択して共有・活
用

○医療機関、介護事業所、薬局等の所在地、連絡先、機能等情報収集
・既存の公表情報及び再調査の実施により現状を取りまとめる
○医療機関、介護事業所、薬局等の情報活用
・医療・介護関係者、地域住民に対する情報提供(ホームページに掲載）

イ.在宅医療・介護連携の課題の抽出と対応策の検討

◆地域の医療・介護関係者等が参画する会議を開催し、在宅医
療・介護連携の現状を把握・共有し、課題の抽出、対応策を検討

○推進協議会等の開催
・推進協議会
　　実務者部会（必要に応じてｺｱﾒﾝﾊﾞｰ会議を開催）
・多職種連携研修会

在宅医療・介護連携推進事業の構成

目　的
住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療と介護の関係者が協力して、在宅医療と介護
の連携強化を図る。

第８期介護保険事
業に基づく取組目
標等

基本理念：心のつながりを大切に　支え合い　助けあう　健康のまち

基本目標：地域包括ケアシステムの推進

重点項目：在宅医療・介護連携を図るための体制整備


